
第
山
口
報
一
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
m
目
本
曲
漁
矯
蟷
轟
研
究
の
灘
躍

第
二
號

八
鰻
　
（
二
識
四
）

麟
究
の
黍

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
六
凋
）

　
　
　
　
第
十
島
　
纏
・
尾
睡

　
普
通
住
宅
の
種
は
一
側
並
び
の
眞
直
な
四
角
な
棒
で
、

間
も
大
分
離
れ
て
み
る
が
、
堂
宮
の
は
大
概
間
隔
が
狡
く

二
側
並
び
で
、
且
ハ
上
に
少
し
く
反
っ
て
み
る
。
　
一
寸
考
へ

る
ご
皆
な
同
じ
様
に
思
は
れ
る
が
、
形
や
配
刻
法
か
ら
槻

察
ゾ
る
ビ
中
々
種
類
が
多
い
。
試
み
に
種
々
の
黙
か
ら
分

鯉類

ﾛ）

ﾄ
み
る
ご
次
の
臥
猿
に
な
る
。

　
一
Q
相
互
の
雲
斎
か
ら
は

　
　
　
　
　
シ
グ

　
　
ヘ
イ
）
　
繁
　
樫
。
間
隔
⑳
比
較
的
狭
い
も
の
。

工
學
博
士

（
ロ
）

（
ハ
）

（
二
）

天
　
沼
　
　
俊
　
ニ

マ
バ
ラ

疎
橿
り
間
配
橿
こ
も
書
く
、
聞
の
贋
い
も

　
　
　
　
の
。

フ
キ
ヨ
セ

吹
寄
樫
Q
二
本
づ
、
一
組
こ
し
だ
も
の
。
繁

　
　
　
　
樫
を
三
本
目
腐
し
一
本
づ
、
抜
く

　
　
　
　
ご
丁
度
こ
れ
に
な
る
⊃

扇
　
樋
Q
放
射
形
に
翻
刻
さ
れ
た
も
の
Q

二
。
位
澱
か
ら
は

（
イ
）

（
ロ
）

慰
樋
・
下
棚
の
も
の
・

ヒ
　
エ
ン

飛
讐
橦
◎
上
側
の
も
の
。



（
ご

（
二
）
，

（
ホ
）

シ
グ
ワ
イ

支
外
種
。
棟
桁
か
ら
側
柱
上
の
桁
へ
架
渡
し

　
　
　
　
だ
も
の
。

ロ
ン
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ぎ
ギ

論
止
種
。
木
負
ご
隅
木
（
薩
肝
備
娚
鵬
煎
咽
滑
脇
膿

　
　
　
　
鰻
篠
騰
麟
密
旨
）
の

　
　
　
　
出
合
つ
た
駈
の
邊
か
ら
出
て
み
る

　
　
　
　
も
の
。
だ
か
ら
長
方
形
の
建
物
な

　
　
　
　
ら
一
隅
に
二
本
づ
、
合
計
八
本
あ

　
　
　
　
る
わ
け
で
あ
る
。

ハ
イ
ツ
ケ

配
付
橿
。
隅
木
の
横
面
に
取
付
け
て
あ
る
も

　
　
　
　
の
。
隅
木
へ
少
し
穴
を
ほ
6
、
尻

　
　
　
　
が
一
寸
挿
し
込
ん
で
あ
る
丈
け
、

　
　
　
　
鼻
は
木
負
又
は
茅
負
の
上
端
か
ら

　
　
　
　
大
釘
で
打
ち
つ
け
て
も
た
し
て
あ

　
　
　
　
る
。
故
に
カ
に
も
何
に
も
な
ら
な

　
　
　
　
い
。
ほ
ん
の
飾
b
で
あ
る
。
第
四

　
　
　
　
十
四
圖
㊧
の
樹
種
は
全
部
配
付
で

　
　
　
　
あ
る
。

第
山
ハ
谷
　
　
　
研
究
の
一
三
　
　
　
日
山
小
幅
口
臨
娼
築
研
究
の
栞

三
。
重
な
り
か
ら
は

（
イ
）

（
ロ
）

（
ハ
）

ndヒ
　　　　乳・

一フ
ータ

　1三

ノ
キ
　
の

軒
〇
　
一
重
こ
も
い
ふ
。
種
…
が
一
側
並
び

　
　
の
も
の
Q

ノ
キ軒

Q
二
重
ざ
も
い
ふ
〇
二
側
並
び
即
ち

　
　
地
種
ざ
飛
讐
樺
ビ
あ
る
場
合
。

ノ
キ

軒
。
三
重
ビ
も
い
ふ
、
、
字
の
通
り
三
側
．

　
　
並
び
の
も
の
○
澤
山
は
な
い
。
奈

　
　
良
市
興
藤
寺
南
・
北
圓
堂
の
軒
の

　
　
様
な
も
の
。

建
物
の
構
造
装
飾
の
が
い
て
あ
る
申
に
、
「
軒
一
重
疎
橿
し

だ
の
「
軒
二
重
繁
権
」
等
い
ふ
文
宇
が
常
に
用
ひ
ら
れ
る
が

其
意
味
は
以
上
説
凝
し
た
の
で
分
る
こ
ご
、
思
ふ
。

　
四
。
形
歌
か
ら
は

　
　
轄
種
・
唐
破
風
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
で
、
化
粧
棟

　
　
　
　
　
　
木
か
ら
肋
骨
の
様
に
爾
方
に
出
て
み
る
。

　
五
。
種
の
断
面
の
形
朕
か
ら
は

　
　
（
イ
）
圓
　
樺
。
断
面
馬
形
の
も
の
○

　
　
　
　
　
　
第
二
瀧
　
　
　
八
五
　
（
二
五
五
）
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第
山
ハ
巻
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
a
本
古
羅
…
築
椰
鰐
究
の
栞

　
　
（
讐
）
　
縮
…
國
橿
。
同
筆
善
処
の
も
の
。
別
に
分
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
は
な
い
。
普
海
は
（
イ
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
れ
て
お
く
。

　
　
（
、
ノ
）
　
角
　
樺
。
同
方
形
の
も
の
。

　
　
（
二
）
　
六
角
種
。
麟
面
が
相
反
せ
る
角
黙
か
ら
押
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
潰
ぶ
し
た
様
な
六
角
形
を
な
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
。

　
の
　
ゆ

　
尾
橿
ご
は
組
物
の
間
か
ら
或
る
勾
配
を
も
つ
て
前
の
方

に
患
た
太
い
反
っ
て
み
る
木
を
い
ふ
。
一
本
の
時
ビ
、
二

本
も
三
本
も
出
　
て
る
る
博
ご
あ
る
。
手
先
が
除
計
に
な
る

ご
尾
樫
の
数
も
從
て
多
い
。

　
も
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
飛
鳥
時
代
に
慨
す
る
建
造
物
六
棟
に
就
い
て
み
る
ご
、
・

樫
は
皆
な
一
重
で
、
論
破
は
長
方
形
、
本
か
ら
末
迄
同
じ

太
さ
で
、
樽
酒
蕊
で
少
し
も
反
り
が
な
い
。
　
（
第
三
十
九
圖

（
U
・
第
四
十
圖
◎
ふ
ハ
糠
以
外
に
遺
物
が
な
い
か
ら
、
一
門
里

軒
が
在
っ
た
か
ご
う
か
例
ら
な
い
。
今
日
漏
れ
…
以
上
調
べ

や
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
叡
に

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
二
八
　
（
二
五
八
）

　
種
は
漸
面
長
方
形
で
反
り
及
増
し
な
く
軒
一
重
繁
種
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

い
ふ
こ
ご
に
な
る
。
増
し
巌
後
世
の
養
に
桑
鱗
端
）

で
背
を
少
し
高
く
し
て
怒
ら
す
事
を
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
併
し
玉
鐘
厨
子
の
宮
殿
の
橿
は
断
面
が
弓
形
で
反
っ
て

み
る
が
、
此
れ
は
小
さ
い
工
藝
品
だ
か
ら
除
外
例
ご
し
て

も
い
、
ご
思
ふ
。
け
れ
こ
も
例
へ
工
諏
藝
口
㎜
に
せ
よ
斯
楼
な

種
が
存
在
す
る
以
上
、
眞
の
建
造
物
に
も
此
種
の
が
用
ひ

ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
お
膝
元
の
法
隆
寺
の
堂
塔
に

す
ら
上
述
の
様
な
種
が
用
ひ
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
先
づ
當

時
他
の
寺
に
も
な
か
っ
た
ら
う
ざ
考
へ
る
方
が
稔
か
で
あ
．

る
。
圓
い
反
っ
た
槌
を
眞
の
建
造
物
に
用
ゆ
る
程
に
建
築

術
が
百
歩
し
て
み
た
か
ざ
う
か
考
へ
物
で
あ
る
。
尤
も
此

の
時
代
の
末
期
に
は
無
論
あ
っ
た
の
で
め
ら
う
。

・
尾
橿
も
鼠
ハ
直
で
鼻
の
切
り
楼
は
垂
直
。

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
奈
良
時
代
前
期
に
な
る
．
こ
、
極
は
二
側
並
び
に
な
う
、

地
黄
は
断
面
圓
形
で
飛
篶
橿
は
角
で
あ
る
。
勿
論
側
形
ゼ

や
つ
て
も
い
う
伽
減
な
も
の
で
、
九
太
の
及
を
測
い
だ
ま



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

、
の
雛
な
も
の
太
い
の
も
細
い
の
も
い
び
つ
な
の
も
楕
圖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

形
な
の
も
あ
る
Q
角
の
方
も
同
断
で
甚
だ
ぞ
ん
ざ
い
な
作

り
方
、
，
．
斗
で
す
ら
昔
し
の
は
一
つ
ノ
～
皆
な
異
っ
て
み

る
。
（
第
五
巻
第
二
號
第
一
五
一
頁
参
照
）
況
や
馨
頗
・
奮
訟
な
も
の

で
、
　
一
寸
軒
先
を
見
て
も
一
つ
ご
し
て
同
じ
の
は
な
い
位

に
差
が
湿
し
い
。

　
酒
代
唯
一
の
建
物
た
る
藥
師
寺
東
塔
の
地
種
に
は
反
り

な
く
、
飛
警
に
は
少
し
あ
る
。
工
藝
品
π
る
海
龍
王
寺
五

重
小
塔
の
は
、
地
飛
讐
共
反
b
が
あ
る
。
そ
し
て
爾
塔
こ

も
焦
思
の
鼻
は
細
く
扱
い
て
あ
る
。
こ
れ
は
軒
先
を
輕
く

見
せ
る
望
め
で
あ
る
。
堂
塔
の
地
樋
に
反
り
が
あ
る
以
上

東
塔
の
蘇
れ
に
な
く
て
も
、
此
の
時
代
に
は
建
築
術
も
大

分
に
進
歩
し
た
の
だ
か
ら
、
反
り
の
あ
る
地
極
位
は
無
論

在
っ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
實
例
が
残
っ
て
み
な
い
か
ら
断

言
は
出
來
か
ね
る
。

　
尾
種
に
も
反
り
が
出
來
た
。
鼻
の
切
り
襟
は
前
時
代
同

様
垂
直
か
、
又
は
第
四
十
圖
⑤
の
標
に
下
の
方
が
前
に
出

　
　
　
第
晶
湯
巻
　
　
　
研
究
の
一
茶
　
　
　
珂
【
烈
士
阿
羅
…
築
研
究
の
帯
不

て
る
る
。
但
し
鼻
に
増
し
は
な
い
。
故
に

　
軒
二
重
繁
橿
、
地
樫
圓
、
飛
讐
角
、
反
り
あ
り
、
尾
櫨

に
も
反
り
あ
り
、

で
あ
る
Q
次
に

　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち

　
同
後
期
で
は
軒
は
矢
張
二
重
で
、
馳
圓
斗
酒
、
尾
樋
の
反

り
は
可
な
り
多
く
、
鼻
の
増
し
も
明
ら
か
で
、
下
端
を
少
し

引
込
め
て
切
っ
て
あ
・
。
（
唐
招
提
毒
金
堂
の
例
に
よ
る
。
第
四
ナ
闘
⑭
馨
照
）
故
に

　
軒
二
重
動
輪
、
地
圓
飛
込
、
反
b
あ
り
、
尾
橿
に
反
り

　
及
び
増
し
あ
）
、

　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
李
安
時
代
前
期
に
下
す
る
室
生
寺
五
重
塔
の
は
地
圓
飛

角
で
あ
る
が
、
同
寺
金
堂
の
方
は
爾
方
共
角
で
あ
る
。
塔

の
尾
極
も
前
代
ε
大
差
は
な
い
。
故
に
此
ご
棟
か
ら
考
へ

る
ご
大
鰐
に
於
い
て
奈
良
後
期
ご
墾
り
な
し
ε
言
ひ
得
る

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
同
後
期
に
な
る
ご
、
種
反
り
は
漸
く
強
く
な
っ
て
來
る

鳳
嵐
堂
や
法
界
寺
阿
彌
陀
堂
等
を
見
る
ご
分
る
。
尾
橿
も

同
断
で
あ
る
。
其
反
り
方
、
伊
欝
の
反
り
ご
増
し
、
飛
讐

の
鼻
の
扱
き
様
、
尾
極
の
反
り
ご
壇
し
の
工
合
が
除
程
洗

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
，
入
九
　
（
二
五
九
）
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呼

　
　
　
雛
六
巻
　
　
研
究
の
案
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

練
さ
れ
、
日
本
化
し
て
大
に
美
術
的
に
な
っ
て
來
だ
の
で

あ
る
。
第
四
十
一
圖
一
◎
に
鳳
鳳
【
堂
の
軒
の
臨
刷
面
を
か
い
て

お
い
た
が
、
曲
線
の
微
妙
な
鍵
化
等
は
小
さ
な
申
課
の
標

な
圖
で
は
到
底
鋼
り
か
ね
る
Q
こ
う
し
て
も
實
物
を
観
彼

此
比
較
研
究
し
て
會
得
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
Q

　
古
へ
の
建
築
家
が
如
何
に
卓
越
し
た
技
煽
を
も
つ
て
萄

た
か
は
、
鳳
風
堂
の
翼
廊
に
於
い
て
見
る
事
が
禺
來
る
○

翼
廊
は
妻
に
近
い
程
反
っ
て
み
る
。
其
反
り
機
は
棟
桁
で

廼
罵
位
）
、
次
の
桁
で
⑳
、
其
次
帥
ち
側
蓬
り
の
丸
桁
は

蹄
、
桁
ざ
桁
ビ
の
水
不
距
離
は
拳
々
鋤
づ
、
で
あ
る
。
か

く
桁
の
反
り
は
棟
ご
側
ビ
で
は
憩
の
差
が
あ
る
。
倦
て
此

の
場
舎
に
桁
の
反
り
ε
木
負
茅
負
の
反
り
ε
異
ふ
。
そ
こ

を
上
手
に
纐
縫
す
る
た
め
に
は
飛
讐
は
木
負
を
支
黙
こ
し

て
、
本
を
上
げ
れ
ば
鼻
が
下
が
る
の
だ
か
ら
、
如
何
檬
に

も
鼻
の
上
り
下
り
は
調
節
出
叢
る
が
、
地
極
は
さ
う
易
く

は
行
か
な
い
Q
そ
こ
で
妻
の
破
風
に
近
づ
く
程
反
り
を
強

く
し
、
桁
に
反
り
の
な
い
部
分
の
地
樹
鼻
ビ
の
關
係
に
無

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
九
二
（
二
六
二
い

理
が
墨
來
な
い
様
に
上
手
に
惣
減
し
て
あ
る
。
皇
継
の
企

て
及
ば
ざ
る
所
で
あ
る
。

　
遺
物
か
ら
い
ふ
ご
當
代
か
ら
樋
起
面
を
取
り
だ
し
た
。

第
四
十
一
圖
左
上
の
右
の
方
は
鳳
風
蟄
種
の
断
面
で
あ
る

が
、
随
分
大
き
な
面
で
種
の
下
端
は
ざ
つ
ご
正
八
角
形
の

一
部
の
様
で
あ
る
◎
第
四
十
二
圖
⑪
は
上
下
面
取
の
も

の
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
鎌
倉
時
代
で
は
飛
讐
の
反
り
は
釜
々
強
く
な
っ
た
。
第

四
十
三
圖
⑤
は
下
端
が
可
な
り
反
っ
て
み
る
上
に
鼻
が
扱

い
て
あ
る
。
盤
山
寺
三
重
塔
（
同
圖
㊨
）
も
其
一
例
で
、
尾

種
上
端
の
反
り
も
態
ご
ら
し
い
。
此
塔
の
建
立
年
代
の
確

實
な
事
は
未
詳
で
あ
る
が
、
宮
寺
本
堂
は
弘
安
六
年
か
ら

七
年
へ
か
け
て
落
成
し
た
の
で
、
丸
め
塔
も
楼
下
上
明
ら

か
に
鎌
倉
時
代
に
属
す
る
上
に
、
見
誤
り
か
も
知
れ
な
い

が
、
三
重
穏
西
側
の
束
に
職
人
の
い
た
づ
ら
ら
し
い
下
手

な
宇
が
彫
っ
て
あ
る
の
が
、
ざ
う
や
ら
「
弘
安
七
年
三
月

ゼ
：
：
」
ご
誉
め
る
。
だ
か
ら
矢
張
本
堂
ビ
前
後
し
て
出
來



た
ビ
し
て
も
い
、
様
で
あ
る
Q

　
叉
た
醍
醐
寺
経
学
の
極
の
様
に
、
下
端
を
前
に
出
し
て

切
っ
た
の
も
あ
る
が
、
斯
檬
な
例
は
澤
山
は
な
い
ε
思

ふ
。

　
誉
れ
に
三
軒
も
あ
っ
た
。
興
輻
寺
北
個
堂
は
其
一
例
で
、

最
下
暦
の
樋
は
相
反
せ
る
角
黙
を
爾
方
か
ら
押
し
潰
し
．
た
・

様
な
六
角
形
を
な
し
、
其
の
申
央
の
六
角
樋
丈
け
は
少
し

他
の
よ
b
大
き
い
〇
三
重
の
軒
は
少
し
厚
過
る
戚
が
あ
る
・

　
唐
破
風
が
用
ひ
ら
れ
た
結
果
、
輪
種
も
あ
る
。
京
都
で

．
な
ら
豊
國
紳
魁
の
唐
…
門
を
み
る
こ
い
、
。
時
代
は
新
し
い

が
要
領
は
鋼
る
。

　
疎
樋
を
使
つ
π
實
例
は
宇
治
上
紳
冠
（
久
世
郡
宇
治
町
）
及
び
甲
山

紳
就
拝
殿
（
胴
椰
白
）
に
遺
っ
て
み
る
。
疎
雛
を
用
ゆ
れ
ば
當

然
小
舞
裏
。
時
代
は
一
つ
下
る
が
第
四
十
五
圖
㊧
に
断
面

圖
を
か
い
て
お
い
た
。

　
叉
一
軒
で
樋
鼻
に
「
鼻
隠
」
を
打
つ
だ
の
も
あ
る
。
此
れ

は
樋
鼻
へ
横
に
長
い
板
を
打
ち
、
橿
の
鼻
を
覆
ひ
隠
し
て

　
　
　
第
山
雨
巻
　
　
　
研
「
究
の
ノ
栞
　
　
　
n
口
本
古
園
建
築
研
嚇
究
の
r
栞

了
ふ
の
だ
か
ら
、
a
然
軒
先
に
樋
木
口
が
見
え
す
淋
し
く

な
る
の
は
止
む
を
…
得
な
い
℃
第
十
八
圖
⑳
（
第
五
巻
第
二
號
）
の
東
大

寺
南
大
門
の
断
面
に
其
圖
が
あ
る
。

　
尾
橦
の
上
端
を
爾
方
か
ら
削
り
取
っ
て
中
央
へ
殆
ん
ご

全
長
に
洛
う
て
鏑
を
つ
け
た
の
が
あ
る
。
時
ε
し
て
は
其

鋪
が
上
端
の
角
で
下
に
曲
b
鼻
に
泡
廻
っ
て
み
る
場
合
も

あ
る
。
（
第
四
十
四
圖
⑳
・
⑤
）

、
扇
極
も
初
め
て
出
來
淀
。
（
同
等
⑳
）

　
此
れ
等
は
何
れ
も
新
に
舶
來
の
様
式
で
、
以
前
か
ら
日

本
に
あ
っ
元
の
で
は
な
い
。
師
ち
前
者
は
「
か
ら
榛
」
、
後

者
は
「
天
竺
機
」
で
あ
る
。
⑳
・
⑥
の
尾
着
弾
の
切
り
標
は

随
分
思
ひ
切
っ
て
傭
向
か
し
て
あ
る
。
尾
欄
は
全
禮
が
傾

斜
し
て
み
る
の
が
ほ
ん
ご
だ
が
、
安
樂
寺
八
角
四
重
塔

（
第
十
八
圖
⑭
）
の
場
合
で
は
、
挿
肘
木
の
先
の
下
端
を
圏

形
に
劇
る
代
り
に
引
延
ば
し
て
、
尾
長
の
鼻
の
標
に
し
だ

の
で
、
ま
る
で
飴
細
工
の
や
う
で
自
由
自
在
で
は
あ
る
が

本
膳
の
意
味
は
失
は
れ
て
了
っ
π
o

　
　
　
　
　
　
晦
琳
二
　
鵜
…
　
　
　
九
三
　
　
（
二
六
三
）
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紳
ψ
山
ハ
轟
岱
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
目
山
小
古
搬
㎜
築
研
窄
曲
｛
り
㎝
茱

　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
シ
リ

　
尾
樋
の
本
縫
ち
尻
（
善
麺
尻
書
い
ふ
）
は
、
軒
裏
へ
入
っ
て

か
ら
、
適
當
の
場
所
で
堅
牢
に
小
屋
内
の
構
架
に
取
り
つ

け
る
の
で
あ
る
。
今
な
ら
何
で
も
な
い
が
、
擁
し
は
棒
頭

（げ

寃
ﾂ
や
女
螺
旋
（
≧
け
）
等
の
緊
結
斎
物
は
な
か
っ
た
か
ら

一
つ
附
違
っ
て
不
適
當
の
場
所
へ
納
挿
し
に
し
て
栓
位
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
キ
サ
ヰ

留
め
て
あ
る
の
等
は
、
軒
先
が
下
っ
て
賜
る
ご
忽
ち
小
屋

組
に
大
影
響
を
來
た
し
て
、
屋
根
全
膣
に
歪
を
來
－
．
始
末

に
い
け
な
く
な
っ
た
例
が
随
分
あ
る
O
併
し
灘
宗
建
築
に

於
て
は
、
尾
梱
は
大
概
二
本
で
、
下
の
方
の
、
尻
へ
斗
を

一
つ
乗
せ
、
其
斗
及
び
夫
れ
か
ら
出
　
し
た
装
飾
持
回
り
ご

で
上
の
を
支
へ
、
上
の
、
尻
へ
枠
肘
木
三
斗
を
乗
せ
て
、

夫
れ
で
側
尊
号
の
桁
ご
内
陣
へ
の
繋
虹
梁
（
繰
螂
難

鏑）

@
ご
を
支
へ
て
る
る
。
第
二
十
九
圖
の
⑬
は
圖
示
し
て

お
い
た
か
ら
夫
れ
を
見
ら
れ
重
い
。
も
一
つ
版
が
朦
朧
ε

し
て
了
っ
て
よ
く
割
ら
な
い
が
、
第
三
十
六
圖
の
⑫
の
一

部
右
端
に
一
寸
現
は
し
て
あ
る
。
此
の
大
文
院
本
殿
は
勿

論
廟
建
築
で
あ
る
が
建
物
は
灘
宗
建
築
か
ら
出
て
み
る
事

鴇

　
　
　
　
　
　
第
二
　
號
　
　
　
　
・
九
山
ハ
　
（
二
六
六
）

は
確
か
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
斯
襟
な
式
で
あ
る
の
は
當

然
で
あ
る
。

　
醍
醐
寺
経
藏
の
毒
煙
（
㊧
）
は
大
に
趣
を
異
に
し
て
み
る

普
通
の
は
中
央
の
一
瓢
か
ら
放
射
形
に
配
遣
し
て
あ
る
か

ら
軒
の
中
心
（
術
語
で
振
分
『
プ
リ
フ
ケ
』
ぜ
い
ふ
。
）
か
ら
左
右
の
総
て
の
樋
は

皆
な
」
万
陶
が
異
っ
て
み
る
が
、
此
れ
は
さ
う
で
な
く
、
各

柱
間
は
普
通
の
繁
橿
で
、
隅
導
け
が
扇
に
な
っ
て
み
る
。

東
大
寺
衡
大
門
も
確
か
さ
う
で
め
っ
た
ご
記
憶
し
て
み
る

故
に
隅
丈
け
の
一
種
は
此
り
時
代
天
竺
標
建
築
の
一
特
徴

で
あ
る
ご
言
へ
る
で
あ
ら
う
。
兎
に
山
骨
ら
し
い
。
鎌
倉

以
降
扇
橿
は
大
に
流
行
し
だ
し
た
、
灘
宗
寺
の
三
門
の
上

重
や
法
堂
等
は
殆
ん
ざ
扇
に
定
ま
っ
て
み
る
。

　
改
め
て
い
ふ
迄
も
な
い
が
、
日
本
建
築
は
軒
が
反
っ
て

み
る
。
扇
橿
は
一
本
づ
、
方
向
が
異
ふ
。
だ
規
ら
橿
其
物

’
は
中
央
か
ら
牛
分
は
、
一
本
漸
々
皆
な
長
さ
ご
反
り
ビ
捻

れ
方
ビ
を
異
に
し
て
み
る
。
一
寸
見
る
ご
何
で
も
な
い
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
リ
イ
シ

だ
が
、
斜
挨
（
。
。
寄
謹
舞
9
）
の
担
石
（
く
。
腐
ω
。
。
o
ε
の
様
で



一
瓢
複
雑
だ
か
ら
形
を
出
す
の
は
中
々
難
か
し
い
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
室
町
以
降
は
以
上
記
載
し
た
各
種
が
あ
る
。
π
“
時
代

が
降
る
に
從
ひ
、
面
疸
は
柱
や
桁
ご
同
じ
く
漸
く
細
く
な

る
。
例
へ
ば
上
醍
醐
清
瀧
堂
拝
殿
の
二
重
種
（
第
四
十
五

圖
⑥
）
で
は
・
巾
か
ら
だ
轟
は
・
蔑
か
ら
で
は
癒

で
あ
る
、
故
に
巾
で
は
面
は
含
「
七
厘
（
簸
許
臨
わ

鷺
）
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
み
る
。

　
鎌
倉
以
前
に
は
私
は
未
だ
見
出
さ
な
い
が
、
室
町
で
は

ム
ク

起
つ
た
樋
が
あ
る
。
反
っ
た
の
は
形
の
い
、
も
の
だ
が
、

　
　
　
ム
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

反
動
に
起
つ
た
の
は
鯨
り
戚
心
が
奇
観
な
い
。
實
例
は
地

無
就
本
殿
（
黒
斑
螺
舗
籔
輩
に
あ
・
。
或
は
向

　
　
ス
ガ
ル
コ
フ

舞
の
鎚
破
風
の
反
り
が
急
な
た
め
に
、
種
に
影
響
し
て
特

殊
の
形
に
な
っ
た
の
等
が
稀
に
は
あ
る
。

「
酬
恩
庵
本
堂
（
脚
繊
職
備
螂
網
継
鮒
超
越
瀦
い
タ
キ
ギ
）
）
は
永
享
十

年
の
建
築
で
あ
る
が
、
其
飛
讐
は
扇
に
な
っ
て
み
て
反
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
カ
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ト
カ
ド

は
非
常
に
強
い
。
木
負
下
端
の
外
角
か
ら
茅
負
下
端
外
角

迄
の
漿
（
衛
語
。
水
亭
ピ
い
ふ
こ
定
）
の
讐
慧
位
）
、
茅
負
か
ら
鼻
迄

　
　
　
第
六
巷
　
　
　
研
究
の
｝
華
　
　
　
日
山
小
姫
n
雑
㌍
築
研
究
の
嚢
伊

2
6
、
太
さ
は
木
負
の
所
で
下
端
2
背
2
4
鼻
で
1
5
x
1
6
、
そ
し

て
止
み
が
漉
あ
る
。
こ
ん
な
に
鼻
の
扱
き
檬
が
馨
し
く
て

於
り
の
強
い
の
は
鈍
り
な
い
。
地
櫨
は
勿
論
鼻
に
反
り
も

増
し
も
あ
る
。

　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も

　
桃
山
時
代
の
建
築
で
極
の
鼻
へ
常
時
を
つ
け
て
拳
鼻
の

標
に
し
た
例
は
、
さ
き
に
面
容
の
例
に
引
い
た
豊
國
帥
就

唐
門
の
で
、
地
の
方
は
四
角
だ
が
、
飛
讐
の
鼻
は
維
標
を

つ
け
た
金
銅
飾
金
具
で
覆
う
て
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
も

　
江
戸
時
代
で
は
例
の
木
毛
で
種
の
「
成
」
（
趨
賜
晴
㊥
談
話

論
い
ふ
、
そ
こ
で
「
成
」
の
字
存
當
貯
め
て
し
ま
つ
ヵ
、
「
成
」
書
か
い
て
背
即

ち
高
さ
に
蓮
用
さ
ぜ
る
の
は
随
分
に
胤
違
だ
が
、
庇
の
字
．
で
立
派
に
分
る
の

凝
％
）
　
ε
巾
さ
ビ
の
關
係
を
定
め
て
あ
る
。
假
に
種
の
下

端
を
一
ご
す
る
ε
、
成
を
魏
に
す
る
。
そ
し
て
地
樋
は
鼻

で
呈
1
0
の
増
し
を
つ
け
る
。
飛
讐
の
鼻
は
臨
書
で
巾
の

主
1
0
づ
、
、
下
端
で
2
｛
1
0
を
扱
い
て
細
く
す
る
事
に
な

っ
て
み
る
。

　
工
種
も
だ
ん
み
＼
に
技
巧
を
弄
し
出
し
て
、
遽
に
は
龍

の
九
彫
に
な
っ
た
了
っ
て
　
日
光
陽
朋
門
の
極
れ
の
様
な

　
　
　
　
　
　
第
二
　
鷺
　
　
　
　
九
七
　
　
（
二
山
ハ
・
七
）



　
　
　
駕
が
山
ハ
巷
．
　
紺
舛
究
の
…
茉
　
　
　
R
エ
小
古
曲
嬉
蜘
准
研
究
の
栞

の
も
あ
る
。
延
暦
寺
大
講
堂
の
如
き
は
、
上
露
の
四
手
先
に

上
の
方
へ
側
面
に
簡
軍
な
若
葉
を
ク
け
た
尾
種
を
用
ひ
、

下
の
方
へ
は
其
代
り
に
膜
頭
を
つ
け
て
あ
る
。
　
（
第
四
十

五
圖
㊨
）
此
の
建
物
は
蔀
・
扉
・
壁
の
他
は
総
て
丹
塗
だ
の

に
、
猿
頭
働
け
は
各
個
に
色
を
異
に
し
た
極
彩
色
で
装
飾

し
て
あ
る
。
除
b
随
所
に
極
彩
色
を
や
）
過
ぎ
繋
り
、
彫

刻
を
下
手
に
つ
け
遇
ぎ
た
た
め
、
総
て
が
混
織
し
て
分
け

の
分
ら
な
く
な
っ
た
建
物
よ
り
、
此
方
が
遙
に
敷
果
が
あ

る
Q

　
第
四
十
五
圖
◎
は
、
明
治
時
代
の
代
表
建
築
の
一
た
る

京
都
市
束
本
願
寺
本
堂
廣
橡
の
断
面
、
故
大
工
棟
梁
木
子

棟
齊
の
設
計
の
下
に
悉
來
た
の
で
あ
る
。
尾
欄
の
鼻
に
は

二
條
導
行
線
の
渦
懇
が
つ
い
て
み
る
の
み
な
ら
す
、
木
鼻

の
至
愚
、
虹
梁
の
形
及
び
若
葉
等
、
皆
な
江
戸
時
代
末
期

の
細
部
其
儘
が
よ
く
現
は
れ
て
る
る
。
あ
れ
丈
け
の
大
き

な
建
物
を
う
ま
く
纒
め
旋
手
際
は
、
流
石
に
棟
梁
の
名
に

駈
ち
な
い
が
、
細
部
絡
機
繰
形
は
締
り
が
な
く
薩
張
戚
服

　
　
　
　
　
　
鎮
二
號
　
　
　
九
日
　
（
二
六
八
）

出
來
な
い
。
或
入
は
か
、
る
絡
襟
を
儘
鈍
の
様
だ
ご
い
っ

た
。
う
ま
い
形
容
で
あ
る
，
建
築
装
飾
に
用
ゆ
る
絡
襟
は

鑑
鈍
で
は
い
け
な
い
。

　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
種
ご
斗
ざ
の
關
係

　
過
し
は
此
の
二
つ
の
關
係
は
全
く
な
か
っ
た
。
最
も
極

端
な
の
は
室
生
寺
五
重
搭
で
、
塔
の
様
に
李
面
が
正
方
形

の
建
築
で
は
、
四
方
暴
挙
の
数
は
同
じ
で
め
る
べ
き
で
あ

る
の
に
、
此
塔
の
少
な
く
ご
も
初
重
は
異
っ
て
み
る
ρ
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

か
ら
斗
紐
ご
の
關
係
等
は
全
然
な
い
℃
如
何
に
も
お
つ
つ

あけ
仕
事
の
標
で
あ
る
が
、
中
々
一
見
し
た
位
で
は
数
の
異

な
る
事
も
斗
ざ
の
瀾
係
も
氣
の
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
九

桁
ご
橿
ε
の
關
係
を
見
て
初
め
て
注
意
を
番
鳥
す
位
で
あ

る
。

　
㎜
然
る
に
…
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
か
ら
所
細
粥
コ
ハ
支
掛
己
が
串

繁
け
た
。
實
例
は
極
樂
院
本
堂
（
奈
良
市
中
院
町
）
に
あ
る
σ
コ
ハ
支

掛
」
ご
は
三
斗
組
の
肘
木
の
上
に
並
ん
で
み
る
窓
斗
三
つ

の
総
巾
（
間
隔
も
い
れ
て
）
ご
種
六
本
の
総
巾
（
醐
煽
鳥
）
ε
同
じ
で
、
且



ワ
相
互
相
一
致
し
て
み
る
の
を
い
ふ
。
第
十
二
圖
の
㊤

（第

ﾜ
巻
第
二
號
第
一
四
一
頁
）
に
於
い
て
、
　
憲
斗
の
巾
は
槌
の
下
ゆ
二
つ

ビ
明
き
一
つ
、
懇
斗
相
互
の
上
筆
は
丁
度
極
間
と
同
じ
。

故
に
此
の
三
斗
組
の
雨
端
の
霧
斗
の
外
側
の
線
を
上
方
に

延
長
す
る
時
は
、
丸
桁
上
に
等
間
隔
に
配
麗
せ
ら
れ
た
る

…
樋
↓
引
違
を
過
不
足
な
く
一
ぱ
い
に
含
む
墓
’
に
な
る
。
斯
楼
…

な
の
を
「
六
支
掛
」
ε
い
ふ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
六
支
掛
で

あ
っ
た
か
ら
、
細
部
の
様
式
の
獲
遷
を
全
く
知
ら
な
い
で

も
、
其
建
物
が
鎌
倉
以
後
ε
い
ふ
弓
丈
け
は
分
る
の
で
あ

る
。

　
ハ
リ
　
ム
リ
　
　
　
リ
　
ハ
リ
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
尾
樋
ε
斗
こ
の
關
係

　
此
れ
に
就
て
は
今
迄
少
し
も
調
べ
て
み
な
か
っ
た
し
、

準
急
に
調
べ
る
敗
け
の
材
料
も
手
元
に
な
い
し
す
る
か
ら

止
む
を
得
す
全
部
他
日
に
護
る
。
併
し
江
β
時
代
に
は
確

か
に
次
の
様
な
關
係
が
あ
っ
た
。
即
ち

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
捨
斗
の
外
面
の
垂
直
面
で
尾
樫
の
鼻
を
切
る

の
で
あ
る
。
第
十
八
圓
⑭
、
二
手
先
の
組
物
の
正
面
圖
の

　
　
　
第
六
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
票

最
左
端
に
窮
乏
し
て
あ
る
。
定
例
は
ざ
こ
に
あ
る
か
暴
げ

か
ね
る
が
、
恐
ら
く
尾
樋
の
あ
る
建
物
は
大
概
か
や
う
に

な
っ
て
み
る
か
、
若
し
く
は
此
に
近
い
だ
ら
う
ご
思
ふ
．
．

　
　
　
丁
　
　
　
2
．
一

　
　
　
凱
凹
肖
　
　
　
「
』

　
第
五
巻
第
二
號
第
一
五
三
頁
第
一
四
行
、
三
手
先
の
聖
明
の

う
ち
、
活
弧
内
（
信
貴
山
縁
起
云
々
）
を
創
り
、
第
十
五
行
の
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
「
過
ぎ
な
か
っ
た
」
ε
あ
る
を
「
過
ぎ
な
か
っ
た
ら
し
い
」
ミ
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

理
由
。
あ
の
時
は
す
つ
ざ
以
前
に
信
貴
山
一
三
総
巻
を
み
た
き

り
で
、
た
し
か
大
佛
殿
も
三
手
先
に
か
い
て
あ
っ
た
芝
記
憶
し

て
み
た
の
で
、
あ
の
活
弧
内
の
読
明
を
か
い
た
の
だ
が
、
近
日

改
め
て
見
直
し
た
ら
、
孕
ば
軒
、
で
か
く
れ
て
る
る
か
ら
、
明
ら

か
に
三
手
先
に
は
か
い
て
な
い
。
あ
れ
は
全
く
私
の
記
憶
違
ひ

で
あ
っ
た
。
併
し
三
手
先
で
あ
っ
た
ら
う
ミ
い
ふ
想
像
は
、
當

時
の
蕩
（
唐
招
提
寺
金
堂
の
如
き
）
・
あ
の
禦
ら
稽
へ
・
・
、
・
、
當
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

綿
若
鮎
で
あ
る
。
故
に
「
過
ぎ
な
か
っ
た
」
の
下
へ
「
ら
し
い
」
の

三
軍
を
撫
へ
た
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
餓
が
二
　
號
　
　
　
　
九
九
　
　
（
二
山
ハ
九
）



第
六
巷
　
　
峰
年
の
史
學
地
理
學
界

、
蕉
　
誤
表

　
爾
號
の
栞
に
は
謝
謝
が
多
く
申
課
が
な
い
。
大
概
想
像
は
つ
く

が
、
誤
り
は
誤
り
に
蓮
ひ
な
い
か
ら
、
此
際
正
誤
し
て
お
く
。
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誤

　
　
　
　
の

　
　
　
弓
張

　
　
　
新
藥
師
本
堂

　
　
　
　
ぽ

　
　
　
決
っ
た

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
知
ら
む
い

　
　
　
　
第
三
ナ
雪
焼
の

嚇
六
・
（
・
惣
諺
唾

　　

@　

@　

@　

@）

　
　
　
　
親
明
す
ろ
卜
す

　
　
　
　
　
　
　
　

一
六
　
　
　
石
卜
｛
三
三
撫
一
一

　
　
　
　
　
　

　
一
　
相
築
郡

　
　
　
　
り

八
　
　
離
形
本

　
　
　
　
　
　
　

三
　
　
汲
ん
で

　
　
　
　
　

五
　
　
東
都
四

八
　
全
曲
ε
し
て
細
部

　
　
　
　
　
り

一
二
　
　
稿
丁
）

正
　矢

張
　
　
　
　

新
藥
師
寺
本
堂

　決
っ
た

！
　
　
○

匁
ら
な
い

第
三
十
九
圃
の

（
擾
究
覇
）

す
る
噂
に
詑
す

　
　
　
む

石
上
三
宮
搬
殿

　
　

一
口
郡

む雛
形
本

　
　
　

汲
ん
だ

び京
都
市

　
　
　
　
　
む

粂
罷
ミ
し
て
も
細
部

　
　

稿
了
）

（
大
正
十
年
二
月
二
十
籍
稿
了
〉

第
二
號
　
　
　
一
〇
〇
　
（
二
七
〇
）

賎
家
の
史
學
地
理
學
尿

史
學
　
界

史
學
閑
般
　
西
南
濁
逸
學
派
の
建
設
し
た
る
新
理
想
主
義
の

へ
　
　
う
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

歴
史
哲
學
或
は
丈
化
哲
學
の
考
説
は
一
般
患
想
界
鮭
會
諸
科
學
の

上
に
重
大
な
る
意
義
影
響
を
及
ぼ
せ
る
ぐ
並
ハ
に
史
學
の
認
識
論
的

閲
題
を
殆
噛
ご
全
く
決
定
せ
し
め
た
る
か
の
観
あ
る
も
の
な
り
ミ
す

本
邦
に
於
て
も
爾
三
年
來
こ
れ
に
關
す
る
紹
介
叉
は
論
議
を
試
む

る
言
説
の
公
表
せ
ら
る
・
も
の
頻
々
ミ
し
で
祁
踵
ぎ
、
著
し
く
一

般
學
徒
の
回
忌
を
惹
き
垂
れ
る
弓
勢
な
れ
ば
史
學
の
理
論
を
取
扱

へ
る
諸
論
丈
や
、
こ
れ
に
鱗
れ
た
る
一
般
的
蓮
作
中
、
法
目
す
べ

き
論
訟
は
主
こ
し
て
該
思
想
の
感
化
を
受
け
た
る
も
の
に
係
れ
り

此
際
新
カ
ン
ト
派
の
雄
に
し
て
歴
史
哲
學
の
認
識
論
を
大
成
せ
り
・

ミ
構
せ
ら
る
・
リ
ッ
ケ
ル
ト
の
名
薯
が
昨
年
「
丈
化
科
學
ざ
自
然

科
墨
」
（
近
藤
哲
雄
澤
）
ε
題
し
て
忠
實
な
る
邦
諜
を
槻
江
る
は
讃

害
界
の
爲
に
特
に
慶
賀
の
意
を
表
す
べ
き
こ
惰
こ
・
い
．
勘
べ
く
一
咋

年
公
に
さ
れ
し
和
辻
氏
の
ラ
ム
プ
レ
ヒ
ト
近
世
史
墨
課
述
ε
叢
稔


